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急激な児童数減少を考える

平素は、森本たかしNEWSをご愛読頂き、ありがとうございます。
日本の少子化が深刻になってきています。昨年の日本全体で年間出生数が70万人を下回る見込みです。
市の人口も8万人から減少に転じていますが、小学生の児童数も5年前の推計から、
10年以上前倒しで減少する見込みです。今回は、児童数減少による課題と検討案について、報告します。

平素は、森本たかしNEWSをご愛読頂き、ありがとうございます。
日本の少子化が深刻になってきています。昨年の日本全体で年間出生数が70万人を下回る見込みです。
市の人口も8万人から減少に転じていますが、小学生の児童数も5年前の推計から、
10年以上前倒しで減少する見込みです。今回は、児童数減少による課題と検討案について、報告します。

ごあいさつGREETING

森本 隆新風コスモスの会

①市の児童数は、現在約5100人で、2020年推計では、2030年の児童数は4211人と推計されていたが、
2025年の推計では、6年後、2032年には、3274人と大幅に減少する見込み。
②「木津川市立小・中学校のあり方に関する基本計画（以後、基本計画）」では、標準規模12～18学級（1学
年2～3学級）を基準に、単学級の学年編成が見込まれる場合、一定の集団規模を確保する必要がある。

現状認識

①児童数減少推計が、当初推計より、10年以上前倒しで減少している。当初、2030年4211人推計が、
2032年3274人と、2025年5097人の約64％に減少する。
②大幅な減少傾向にある加茂、山城の中学校の校区は、2032年推計は、260人以下と対策が必要。
③児童数減少の予測や教育的課題を市民・保護者と共有できていない。

現状課題

①急激な児童数減少の実態を見据え、「基本計画」の対策案、義務教育学校、小中一貫校の設置検討を進め
ること。同時に過疎対策債の活用等の検討が必要。
②小学校の空き教室の有効活用をするために、教育委員会を含め市の組織が一丸になって、地元集会所、学
習塾等へ貸し出し等、空き教室の活用プロジェクトを進めること。

市への提案
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文部科学省にて、小中一貫
校、義務教育学校の状況。
総務省にて、過疎対策債の
詳細内容。国土交通省に
て、埼玉県八潮市の対策状
況と再発防止。有意義な研
修に行って参りました。
今後の活動に活かして参
ります。

A 

市
長

A 

市
長

A 

教
育
部
長

A 

教
育
部
長

A 

教
育
部
長

A 

教
育
部
長

A 

教
育
部
長

A 
教
育
部
長

実 現 し ま し た

Q 

森
本 

隆

Q 

森
本 

隆研修報告

相楽中部消防組合本部新庁舎竣工式、本年3月23日から新体制
をスタートしています。救急車については、現状2台を3台に増車
する体制（1台は当面限定運用）に救急力が強化されました。
（令和7年11月消防議会での一般質問、森本要望内容）1959年 大阪府生まれ／1997年から兜台7丁目在住

大阪府立茨木高等学校卒業／京都工芸繊維大学 機械工学科卒業
元パナソニック（株）社員 ［勤続32年・2015年退職］／木津川市議会議員（2015年～）

morimoto077473@clock.ocn.ne.jp
https://takashi-supportclub.net/

HPリニューアル

プロフィール森本隆［ もりもと たかし ］

新風コスモスの会所属無所属

●兜台７丁目自治会長（2期） ●青少年育成委員（4年）
●東日本大震災「はじめの一歩コンサート」を主催
   （2011年から5回実施：於 高の原）

［ 家族 ］ 妻と一男一女 ［ 趣味 ］ 写真撮影、旅行、ゴルフ

議会役歴
主な活動履歴

市議会議長（2021年～2023年）／産業建設委員会 委員長（2025年～）

谷口市長とともに


